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文教厚生常任委員会

文教厚生
常任委員会

◎平原　志保　○山口　仁美　　野村　和人　　竹下　智行　　久保　史睦　　川窪　幸治　
　阿多　己清　　前川原正人 ◎委員長　○副委員長

医師会医療センター紹介状なしの初診料は7,000円
ここに 注目!

文教厚生常任委員会では、３件の議案と陳情２件を審査しました。

産業建設常任委員会では、３件の議案を審査しました。

産業建設常任委員会

霧島市森林公園等の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

ここに 注目!

産業建設
常任委員会

◎木野田　誠　○鈴木てるみ　　植山　太介　　久木田大和　　前田　幸一　　塩井川公子
　德田　修和　　池田　綱雄　　下深迫孝二 ◎委員長　○副委員長

　利用者が少ない霧島市黒石岳森林公園のグラウンドゴルフ場を、多目的に利用できる緑

地広場に転用するために条例改正を行う。

総務環境常任委員会

総務環境
常任委員会

◎宮田　竜二　○今吉　直樹　　松下　太葵　　藤田　直仁　　松枝　正浩　　前島　広紀　
　有村　隆志　　仮屋　国治　　宮内　　博 ◎委員長　○副委員長

国分海浜公園で発生した事故の損害賠償の額を定め和解
ここに 注目!

市内全ての指定管理者の安全確認状況

はどうか。

A 令和３年12月に、各施設に定期的な安

全確認と、確実に施設点検を実施する

ように指示を行った。

Q

松枝　正浩 議員

　今回の現地調査及び執行部説明を受けて、現在の発電量が、市内全世帯の2倍以上の発電能力を

持っているという点など、本市の再生可能エネルギーの状況を再確認した。今後も、大規模な開

発が出てくる可能性があることから、再生可能エネルギーのこれからについては、社会状況の変

化、将来予測を踏まえて議論する必要があると考える。

宮田　竜二 委員長

　５月10日（火）に、市内の再生可能エネルギー発電施設６ヶ所の現地調査、６月20日（月）

に、国の動向や本市における再生可能エネルギー発電設備の設置状況について執行部との質疑

を行いました。

・太陽光発電（隼人町嘉例川）

・地熱発電（牧園町万膳）

・バイナリー式地熱発電開発予定地（霧島町田口）

・小水力発電（霧島町田口）

・木質バイオマス（霧島町永水）

・風力発電（福山町福地）

　令和３年11月、国分海浜公園の園路で、踏んだグレーチングが腐食のため破損し、ヒザ下を

負傷した。損害賠償額を定め、事故について相手方と和解。

高規格救急自動車を購入
ここに 注目!

　寄付金の財源を活用して、消防局中央署に高規格救急自動車を取得するもので、市民の方が

生前、救急自動車を寄贈したいとの申し出があり、遺族から連絡があった。取得金額は、3030

万円（消費税含む）

総務環境常任委員会では、６件の議案を審査しました。

所管事務調査

委員長報告より

討 論 私はこう考える!

国は、かかりつけ医療制度を推進

し、医師会医療センターは、姶良地

区の二次医療を受け持つ中枢医療施設と位置付けさ

れている。一次医療と二次医療相互の役割分担は必

要と認識している。市民への周知期間として、令和

４年10月からの施行を考えており、今回の改定は妥

当である。

川窪　幸治 議員 賛成

旧隼人町議会では、当時の院長は、「紹

介型病院にはしない」ことを明言し

ていた。誰でも駆け込むことができる地域病院とし

て、コロナ禍や景気低迷で、暮らしが厳しい中で、

安心して病院利用ができなくなるため賛成できない。

前川原 正人 議員 反対

グラウンドゴルフ場として維持

管理するよりも、多目的広場に

転用したほうが、費用対効果が

よいということか。

A 平成30年度から利用者がなかっ

た。今後、利用人数増に向けて

取り組んでいく。

Q

植山　太介 議員

この施設を、多くの市民が使え

る施設にしていくために、どの

ような検討をしたのか。

A 黒石岳については、廃止をするか、

しっかり事業を入れていくか、今後

の在り方について、１年間の中で協

議を進めていく予定だ。

Q

德田　修和 議員

　令和４年度診療報酬改定に伴い、紹介状なしで

受診した患者の初診時選定療養費5,000円を7,000

円、再診時選定療養費2,500円を3,000円に条例改

正を行う。

（緊急時などの場合は除く。周知期間を考慮し令

和４年10月1日から施行）

「カーボンニュートラルに向けた本市の再生可能
エネルギー施設の現状と課題について」調査を実施


